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・我が⼦でも何を⾔っているのかわからない時があるのに、先⽣は愛情をかけて下さっ
て、こんな良いところがあると教えて下さり、もっと⾃分も頑張ろうと感じた。 

・園⻑先⽣をはじめ諸先⽣⽅がいつも近くにいて下さり、応援して下さるのを嬉しく思う
う。 

・個々それぞれ違って良いと感じられる。⼦どもの個性をたくさん⾒ることができ、楽し 
い⼀年を過ごせた。 

・コミュニケーションが不⾜している中で、いろいろな⼈と関われたし、いろいろなこと 
を園から教わることが多かった。 

・⼦どもにポジティブな⾔葉を投げかける先⽣ばかりで、「やればできる」の⼼を根付 
かせてもらった。褒めて育ててもらったのが嬉しい。 

・他園から転園してきて、⼩さいのにグループで協⼒して１つのことを作り上げていた 
 事に驚き素晴らしいと思った。 
・お⺟さん先⽣をしている時、１学期は⾃然に、２学期は⾃分の意思で、３学期はお互 

いを思いやって静かにできるようになっていたのを⾒て、成⻑を感じた。 
・最初の不安な気持ちがばからしくなるくらい幼稚園⽣活は良かった。先⽣の⽇頃の⾔葉 

がけが素晴らしかった。運動会など間近で⾒て、⼦ども達のパワーを直接感じられて良 
かった。 

・運動会で、⼦ども達を⾒られる時間がもう少しあれば良かった。 
・わんぱくランドを開放してほしい。 
・幼稚園の雰囲気がすごく良い。先⽣⽅も明るく元気な声で挨拶しているので、とても気

持ちがいい。⼦ども達もきちんと挨拶ができている。 
・⼦どもに対して愛情が深い。返事が１回でできるし、約束事が徹底されている。 
・⾃分から話しかけることができ、コミュニケーション能⼒が⾼い。 
・いつも⼦どもが真ん中にいる保育を実践されているので、⼦どもの⼼が安定していて⾃

分⾃⾝に⾃信を持って活動している。 
・スキンシップを⼤事にされ、⾔葉だけでなく⼼でも⼦どもに伝えようとしている。 
・先⽣が⼦どもに正直なので、⼦どもも先⽣に正直でいられる。⽇頃の保育での関わり⽅

の積み重ねを感じる。 
・勝ち負けを正しく教えられている。勝つためには努⼒が必要であり、必死に取り組むこ

とをこどもだけでなく保護者にも正しく伝えている。また、負けた時は⾃分より努⼒を
した相⼿を認め拍⼿をする。また、負けた悔しさを感じる⼼の成⻑に繋げている。 

 ⼼が豊かになる教育が常にある。 


